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第 6 章では，研究成果を要約し，本論文の結論および今後の展望について述べている． 
以上要するに，本研究は柔道動作時における急性硬膜下血腫の発生機序について明らかにし，初
心者特有の頚部筋力不足を補うための頭部保護具を開発し評価することで，その有効性について論
じたものであり，インパクトバイオメカニクス，スポーツ工学分野において，工学上，工業上寄与
することが少なくない．よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認
める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（マルチディシプリナリ・デザイン科学専修）科目担当者
で試問を行い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
